観光地域づくり実践プラン計画書（観光圏整備支援型）

【様式2】
（１）一般事項
	（ア）協議会名称

	　○○○○○○協議会

	（イ）観光圏整備計画の名称

	　○○○観光圏整備計画


（２）計画内容
	①観光地域づくりを達成するための社会資本整備に係る課題と解決への方針

	＜課題＞
	＜原因分析＞
	＜解決への方針＞

	(a)観光ルート沿いの街並み等が不揃い
	統一的なデザインコードの不在
	a-①　観光圏のテーマに沿ったデザインコードの決定と歩道整備等における適用

	(b)周遊利便性が十分でない
	移動に必要な機能が不足
	b-①　案内標識の最適な設置
b-②　観光圏内の道路整備の早期概成

	(c)観光資源そのものとしての魅力向上
	観光資源そのものとして楽しむための機能の不足
	c-①　体験プログラムに合わせた親水護岸の配置
c-②　イベントにも活用できる駅前広場の整備

	②社会資本整備事業

	事業名称
	事業概要と課題との関係（観光圏整備事業の実施にあたって配慮すべき事項）
	実施期間等
	実施主体

	一般国道○○号拡幅事業
	■事業概要

交通混雑緩和、交通隘路区間の解消のため拡幅を行う。

■課題との関係（観光圏整備事業実施に当たって配慮すべき事項）
a-①
拡幅にともない、歩道の舗装等の観光圏のテーマに沿ったデザインに統一する。

b-②
主要な周遊ルートとなるため、早期概成を目指す。
	平成20～23年度
	国土交通省

	○○駅周辺整備事業
	■事業概要
寺院、屋敷群を生かした賑わいのあるまちづくりを行う。

■課題との関係（観光圏整備事業実施に当たって配慮すべき事項）

b-①
観光圏周遊の拠点となる駅であるため、駅周辺整備に併せて、観光圏全域に関する案内板を設置する。

c-②
イベントにも活用できるように駅前広場を整備する。
	実施中
	○○市

	○○川環境整備事業
	■事業概要
かつての○○川流域の自然豊かな流域景観の再生を行う。

■課題との関係（観光圏整備事業実施に当たって配慮すべき事項）

c-①
体験プログラムで活用することを考慮した親水護岸の配置を行う。
	実施中
	○○県

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※観光圏整備法に基づく観光圏整備計画を作成する際に組織されている協議会と同一の場合は、
下記についての記載を省略できます。
（３）実践プラン実施にあたっての推進体制
	（ア）予定される協議会構成員

	・県市町村
	○○県（○○課長）、○○市（○○部長）

	・観光関係団体
	○○協会（○○会長）、○○法人○○（○○社長）、
○○トラベル（○○営業部長）

	・ＮＰＯ団体

	ＮＰＯ法人○○（○○代表）


	・公共交通事業者

	○○交通（○○企画部長）、○○バス（○○運営部長）


	・その他
	○○大学（△△教授）
観光カリスマ（○○○○）

	（イ）各構成員間での連携・調整の仕組み・観光圏整備計画作成に係る協議会との関係

	・協議会に○つの分科会を設け、逐次課題に対応する。
· 柔軟に対応するため幹事会を設置し、定期的に開催する。
· 観光圏整備計画の作成に際して組織した協議会に、社会資本整備事業の関係主体を加えた構成とする。























＊青字は記載例
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